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究
が
先
驅
す
る
の
が
一
般
で
あ 

る
。

‘

- 

, 

, 

, 

, 

- 

:
:-;
:
;と
れ
を
我
國
の
場.合
に
っ
'い
：て
'見
^
^
^ ̂

1
'
.

ラ
.
1:の
科
學
的
管
理 

法
が
池
田
藤
四
郞
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
引
續
い
vt
諸
氏
に
よ
っ
て
漸
次
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
ギ
ル
ブ
レ
ス
の
動
作 

硏
究
及
び
疲
勞
の
硏
究
ま
で
も
火
正
初
年
に
は
導
入
さ
れ
‘、
經
營
勞
働
に
關
す
る
合
理
的
な
能
率
硏
究
が
始
'め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い 

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
と
と
は
、
こ
の
時
期
に
は
テ
ー
ラ
ー
ィ
ズ
ム
は
す
で
に
國
際
的
に
は
拙
判
の
殺
階
に
あ
り
、 

勞
働
生t

s
^
、

心
现
學
な
ど
の
導,'
A
に
よ
っ
て
人
間H

學

(
H
u
m
a
n

 

s
g
i
n
e
e
r
i
n
g
)

の
發
達
を
見
た
段
階
に
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。 

か
く
て
我
國
に
お
け
る
,
營
勞
働
に
關
す
る
や
や
系
統
的
•な
硏
究
は
単
に
科
學
的
管
理
法
的
な
硏
究
と
し
て
よ
り
も
"
む
し
ろ
勞
働
能
率 

硏
究
を
契
機
と
す
る
人
間

H

學
的
な
硏
究
と
し
て
立
ち
現
れ
た
も
の
と
言
ぇ
よ
ぅ
。
こ
の
點
は
我
國
に
お
け
る
勞
働
合
理
化
の
型
の
特
質 

に
關
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

• 

;

■す
な
わ
ち
、
大
JE
'
六
年
に
は
K
,
^
, Dress,er; 

H
u
m
;

 Efficiency. 

1
9
1
3

が

「

勞
働
溃
を
し
て.
愉
快
且
つ
有
効
な
る

へ
.
.活
動
b

な

含

し

め

：
る

に

必

嬰

な

、

の
じ
へ
と
‘

ズ
ノ
和
11
1
和
民
_
:漏
カ
の
树
统」

.

.
：
と
：
な

っ

ャ

A
!

ド
，
ム
ッ
ジ
オ
'

「

産
業
心
理
學
講
贫1C

時

國

同

十

.

V

年

-
'

.

.
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」

.に
は
神
0
孝

-
1
"努
働
能
率
硏
货
-
1
,
;
な
，
ど

が

そ

：
れ

ぞ

れ

國

際

的

諸

文

獄

克

參

照

し

っ

っ

著

作

さ

：
れ

る

杞

至

.
っ

た

.°
と
り
わ
け
神
田
孝
一
氏
、
 

;
:0;
»
怳
は
，
當

時
.©
凇
京
奪
«-
局
11
:

#
で
翁
等
を
中
心
_と
し
て
實
施
1>
だ
‘「

勞
働
能
率
^

で
あ
■
つ
た
。(

同
赉
、
，=
序
及
び
例
f
5

0
從
つ
•
て
こ
の
^

は
、
こ
の
!^

期
に
お
け
‘
る
勞
務
管
理
の
現
實(

そ
れ
が
最
も
進
ん
だ
も
の
の
一
つ 

で
は
あ
つ
た
と
し
て
も〕

S

も
系
統
的
に
跫
し
た
も
©

で
H

日

つ

て

よ

い

。

故

に

今
：：！：

實

>
J
Q

期

怎

け

る

袋

的

文

獻

の 

一
つ
と
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
耍
點
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴
と
問
題
黠
と
を
檢
出
し
よ
う
。
 

~

, 

>
間
書
の
良
的
は)

：

著
f

自
序
に
よ
：れ
ば
、「

現
S

働
能
率
は
從
業
者
の
個
性
的
性
向
と
力
量
以
外
に
、'

_

の

因

書

依

り

て

得
■ 

，
成
せ
ら
る
‘

故
に
、
是

響

塞

に

聯

結

集

成

し

、
s

s

f

促
？

t

と
に
よ
り
て
の
み
十
分
I

f

庶
幾
し
得
ら
る
、
所 

.
以
を
說
き
、
敢
て
我
が
産
業
界
に
對
し
勞
働
能
率
の
綜
合
的
研
究
を
推
稱
せ
ん
と
欲
す
る」

も
の
で
"「

沿
し
夫
れ
幸
ト
に
：
.：
.，1

と 

多
數
從
業
裁
と
の
間
の
產
業
的
嚮
を
獎
め
，
復
た
幾
分
な
り
と
も
■

露

.經
濟
の
進
展
に
®
:
補
す
る
を
得
ば
、
蓄
の
深
く
本
懷
と 

す
る
所
な
り」

■と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
の
•よ
.う
^

認
識
と
.目
的
と
.に
^

い
て
.
：
1
1
^
は̂
.
.*:
«

局
エ
»;

の
^
1
2
1に
つ
い
■て
科
^- 

的
赞
理
法
を
批
判
的
に
搦
取
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
麗
さ
れ
る
。(

一)

资
働
能
率
、(

一一)

#■

業
形
態
、(

三〕

努
働
類
別
、(

四)

勞

、 

働
移
動
、(

五〕

獄

時

間

、.(

六)

勞

謹

擇

、(

七〕

勞

議

練

、(

6

勞

霧

生

へ

(

九〕

勞

霞

张

、(

十〕

勞
働
報
酬
。

. '

右
の
諸
點
加
ら
我
々
は
次
7)
こ
と
：を
知
る
こ
と
が
出
來
る
0 
.
す
な
わ
^

、.

第
一
',E

勞
働
能
率
没
決
定
す
•
る.
諸
要
因
が
單
^
.
個
人
的
性 

句
、
ガ
量
の
み
に
よ
ら
す
各.
種
の
要
因
に
よ
りて

：！！

合
的
に
決
定
さ
れ
，る
と
い
う
後
の
勞
働
科
學
的
結
論
が
、
.一
應
素
朴
な
形
で
認
識
さ 

れ
る
に
至
つ
て
い
る
こ
と
、
m

一
 一

に
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
作
業
0

編
成
と
適
怦
及
び
勞
働
條
件
を
取
上
げ
て
お
り
ノ
科
學
的
符
碰
法
、
 

勞
働
生
现
學
、
炎
働
心
理
S

成
■

或
る
程
度
綜
合
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
裡
度
^

つ
い
て
放
、
未
だ
十
分
で
は
な
か
つ
た
こ
と 

(

勿
論
そ
れ
は
常
時
の
努
働
生
環
•
衞

泰
•

心
观
學•

榮
擊
等
の
發
達
の
制
約
に
よ
る
と
ご
ろ
で
あ
る
が〕

、

次
に
第
三
の
最
も
^

- #
な
特
微 

と
し
て
舉
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
同
霉
は
未
だ
經
營
社
僉
關
係
を
霞
能
率
と
關
係
す
る
謹
要
因
と
し
て
管
理
のg

象H

全
く
取
上
げ 

て
い
な
，

s

ば-
^
り
で
な
く
、
间

雷

■

と
し
て_

の
句
、「

佚
繁
以
て
民
を
使
へ
ば
、

勞
す
と
雖
も
怨
赛
。

議
を
以
て
民
を 

、
-

我爲和けさ勞務チ素の丨史的講、

：
へ

、

，

'

、

-

3£

九

c

三一
一

1

七)

.
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:
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s.

田
傳
會
雜
認
_

第
四
.十

ヨ

卷

、
第
五
.
號

';
ゾ

'

-

-

,

•

•

に

'

'

.

.
-•;
•

'
六
°

、0
ー1
三
6

.

へ：：；
殺

、さ

ば

、

死

す

と

雖

も

殺

す

潜

を

怨

ま

ず

J

を
引
用
.し
、
赞
理
の
根
本
原
理
を
儒
敎
的
王
道
に
求
め
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
最
後
に
笫
四
.
.
.
.
.

-
.
.
.
:
- 

.

'I
-
.

」

-
-
,
-
V 

: 

*
. 

/ 

一
 

一
-

と
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
と
は
.

氏
：'の
'..，

「

勞

働

能

率

の

綜

合

:̂的

*

*- 
.ノ 
ズ
、
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- 
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ノ
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.

•

:

て
V

な
い
が
、
し
か
し
工
場
.ベ•
.
.の
：實
施
に
當
：.つ
，て
.常H

:

費
用
の
.問
題
で
制
約
さ
れ
た
.
.ご
.
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
■
マ

.

か
く
て
右
の
諸
特
徴
に
つ
.

5

^

^
 

.

,

と
が
出
來
る
。
パ
^

經
營
赞
働
に
つ
^

て
夕
少
く
と
’も
能
率
的
親
角
が
ら
ー
.應
綜
合
的
取
王
げ
.が
な
.さ
れ
始
め
、：
¥

な
_る
茴
^
杓
非
紙

’
織
的
勢
務
方
策
.

か

ら

體

系

化

，へ
：

•

の.
道
.

が
用
意
さ
れ
^

に
.

至
つ
敦
こ
，
务

(

と
れ
は
勞
務
#

理
論
前
史
'

か
，&
體
系
的
;^

務

霧

；.論へ
<p
端
御
的
集
ぬ̂

.

_

を
表
す
も
の
と

S

し

て
ょ
ぃ
で
あ
ろ
^

、c
u
y

じ
か
し
1
'
:を
れ
は
第
.：

.1'
:

.^
の

で
あ

る.

.
か
ら
、
朱
だ
近
代
勞
務
管
理
論
.の
體
系
'i

し
^

5

本
質
赵
も
つ
も
の
钱
ぼ
な
く
>

第
ニ
^
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.
•‘

て
も
そ
の
充
‘
K

を
今
後
に
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
づ
た
と
と
？
C

1

5
業
主
と
從
業
者
•
と
めT

產
齋
时
^
 

.

;s

ル

，；

',

掘
理
忆
お
.：い
.て
^

る

と

：と

は

、

管

理

.
‘

技

術

に.お
：け
る
近
代
的
合
缠
性
と
■原
理
に
知
け
.る
非
近
代
性
と
，の
内
的
矛
盾
と
.し
て
、
必
然
内
に 

,
矛
®

の
解
決
を
將
來
に
求
め
ぬ
ば
な
ら
.な
か
'つ
た
こ
在
：

C

四
'
>
勞
務
管
理
は
實
.驗
室
：的
な
存
在
^

現
實
の
M

營
に
お
け
る
實
.

踐
利
學
で
あ
^

限
り
、
經
營
費
用
的
考
察
が
.な

さ

れ

ね

ば

な

，ら

な

\A.XI:

と

、

.な
 

'と
が
.指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
加
し
な
，が
ら
、
こ
れ

-
- 

.

.

.

.

. 

. 

9

(

讓

：
裏

:
、
；

 

■
.

の

諮

特

徵I

體
系
的
不
.備
及
び
原
理
^

技
術
の
內
的
矛
»

|

は
、
軍
に
同
書
の
不
具
と
矛
盾
'で
あ
る
と
言
ぅ
ょ
り
.は
、
む
し
ろ
^ :

國
に
^.

け
.
-1
^
|1
^
.
.の
- ^

營
^

#

關
係
自
輝
に
^

ま
れ
.た
半
封
建
的
勞
資
關
係
そ
の
も
の
.©:

奢
盾
的
構
.造
の
.ろ
:^

に
...こ.そ
、.
.；そ
の
根
據
が
見■

■■
出
さ
れ
る
と
見
る
^

き

：で

あ

.ろ

う
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•
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な
お
、
勞
務
管
理
論
史
上
の
1
.
.つ
'の
：
特

徵

と

し

て

，上

げ

ね

*

な
ら
な
ぜ
と
'
と
は
、
:.

右
に
分
祈
し
.た
神
田
氏
，の
—|

硏
究」

.に

.お
け
る
諸
弱

楊

：'T
'
: —

'
へ
1

に

っ

：
：ぃ

ャ

 ̂

す

な

わ

ち

大

正

八

年

に

は

一
方

に

經

H

働

力

保

護

の

具

體

的

施

策

を

硏

究

し

普

及

す

る

機

關

と

し

て

榮

働

者

保

護

協

#

が

'創

設

さ

れ

、

.他

. 

方

に

は

.い

わ

ゆ

る

勞

働

問

題

の

.解

決

策

を

：調

崙

硏

究

. U
そ

の

實

現

沁

歡

办

：
る

ベ

..き

'「

中

泥

不

偏

」

の

機

關

と

し

'て

.同

八

年

財

圃

法

人

做

調

： 

t :
.が

敝

設

ざ

ル

各

罾

\

匕

の

問

題

：に

酿

す

备

諷

逾

硏

^ .
歡

促

衝

さ

れ

、
."
歡

米

諸

亂

^

#
け

.る

廣

'.
.

#勞

働

カ

保

镳

の

.ル

輝

摘

施

策

：の

紹

介
.

I*. 

■ 

■

-
 

..

と

經

營社
會

關

係

.に

關

す

る

新

し

い
施

策

！
例

え

ばH

揚

委

員#■
制

、
'
.
利

潤

分

配制

、
.
從

業

員
株

式

分

與

制

な

ど

~

の

S
介

が

、

こ

.

の

啮

切

ぬ

ル

ノ

加

ら

ず

行

わ

れ

た

の

で

於

，る

0

)

し

か

し

な

が

&-
、
.
：そ

れ

等

ぼ

未

だ

單

に

歐

米

事

情

の

.紹

介

士

導

入

の

希

望

.に

適

ぎ

ず

、

我

國
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-
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に

お

け

る

^ :
_

的

勞

務

施

策

.と

レ

て

具

體

化

す

る

.た

め

©

諸

條

件

.

.を

硏

究

し

同

化

し

た

.も

；の

^

は

な

か

つ

た

タ

^
^
^
^
^

饽

"

.セ

れ

_

身

#

|1
|

成

的

勞

務

W :
配

論

を

嫌

完

す

.各

も

の

：で

ぼ

な

4て

、

後

に

來

る

體

系

化

へ

'0
;
;資

料

的

前

史

的

意

義

を

も

つ

^
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■
•
■
-
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務
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近
代
勞
務
管
理
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"
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系
的
成
立
が
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.寶
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の
全
默
的
危
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の
：段
階
忙
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い
^

企

業

合

璉
.^
の
|
環
と
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成
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る
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既
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通
り
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き
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れ
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れ
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狹
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あ
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料
事
務
、
；
八)

^

害
|

,

傷

病
'.-..
挺

助

，
健

康

保

險

實

務

，

(

九)

".
法

規

に

：
ょ

る

.
諸
報
^
*
そ
:0 

勞
働
の
®l
滑
他
と
會
社
と.
の
協
調
維
持
CD.
:實
務
為
ど
で
#

る
。ン
今
こ
れ
■の
：
論

史

的

暴

義

を

ヘ

要

言

す

.
れ

ば

o ;
T

>.勞
務
管
理
の
近
代
的
體 

■.
'
:
.
-
'

:系
で
ぁ
る
身
働
カ
諷
達
-

保
牵
の
« :
營

勞
資

襲

调

整
§
:

ー
基
本
部
們.
に.
：
つ
：
い

て

、
»

務
的
：-

^

と
、/0

 0

し
か
も
從
來
の
論
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
•
經
營
學
的
I

察
1̂
、
未
だ
論
初
的
で
は
ぁ
る
が
、

兎
も
狗
も
試
み
ら
れ
る
に
至
つ
た 

?

こ
‘と
に
來
め
ら
れ
る
^

言
$

べ
き
^

ぁ
ち
^
>0
尊
お
經
營
於
*

け
る
規
實
0

勞
籍
管
理
が
、
^
應 

の
は
、
概
ね
こ
の
時
期
か
ら
で
ぁ
つ
だ
と
認
め
ち
れ„
る
。
‘

我
國
に
お
け
る
勞
務
皆
现
論
の
史
的
考
察 

■ 

 ̂

六
芄
ハ
ー
ー
5

ー5

■



、へ/>
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-
V
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1
1

5.

摩
#
 
雜 I

I
'

'第
！
T

S
 卷
•

'
■

鱗
' 

ノ 

.
、
：

'<.
. 

ノ

、

！ 

'
，六

六

パ
 

5

S

t

T

r
:

!

ム

兴

い

で

V' 
,

.
,

「

人
事
管
理
問
題
の
全
般
を
取
极
ぅ
企_
で
は
&
く
：
，，.監
督
者
階
級
の
統
率
の
哲
學1
作
へ
の
第
一
歩
と
し
た
い
意
圖
で
あ
る

」

と
さ 

广

’
) '
れ
、
主
と
し
て
勞
務
昝
现
君
の
た
必
の
ア
メ
リ
ヵ
的
統
率
術

(
T
e
c
h
n
i
q
u
e

 

of E
x
c
u
t
i
v
e

 

c
o
n
t
r
o
l
)

の
紹
介
を
中
心
と
し
て
い 

r-
 
•
.
.

る
。
從
つ
<
こ
の
書
の
澈
義
は
勞
務
管
理
論
に
新
た
に
應
用
社
會
學
的
成
果
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ

‘る
と
言
ぇ
る
が
:\
名

^
 

r

、

ど論史的意義は認め雛か

。

•
 
/ 
‘
 

.

.

•

,

ノ> 
•

、

さ
て
屢
說
の
‘
よ
ぅ
に
、
我
國
勞
務
管
理
及
び
勞
務
管
澠
論
の
ー
應
の.
體
系
的
成
立
は
昭
和
初
年
の
產
業
合
理
：化
の
時
期
士
認
め
ら
れ
る 

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
勞
務
管
理
が
よ
り
盤
備
宠
實
し
た
內
容
を
^

つ
て
確
立
し
た
と
見
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
眧
和
十一

T

三
年
顷
相 

,

:-、

.

次
：

S

で
现
れ
た
一
連
の
論
*

、
と
り
わ
け
十
三
年
|
の
淡
路
博
士「

人
祺
，管
理」

に
於
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
以
下
同
幾
.の
分
析
を 

:

.

中
心
と
し
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
諸
論
著
の
論
史
的
意
義
を
明
か
に
し
よ
ぅ
。
‘ 

-

.

.

,

.

|:戀

傷

.-
'
;'(
\
.
'
.
4
:
先
*

間
^

,

ニ
兀
來
、
產
業
± .
の
|

^

ほ._

雜
ヤ
&

ず
る
所
が
廣
沆
で
意
が
だ
背
に
、
：
.
；局

所

的

對

策

で

.
は
意
義
を
成
ぎ
ぬ
揚
合
が
多
く
、
人
事
管 

>
’.

,

理
に
對
し
て
も
全
面
的
服
決
を
與
ぇ
得
べ
き
學
術
的
體
系
が
必
要
と
せ
ら
れ
る」

と
し
、
现
祛
ま
で
の
諸
理
論
科
繅
、
特
殊
硏
究
を「

綜 

.

し

,

合
し
て
ノ
し
か
も
明
白
な
る
應
州
的
蓆
圖
の
下
に
呼
組
織
せ
ら
れ-
た
獨e

の
技
術
繆」

r

打
ち
立K

よ
ぅ
と
ぺ
C•
れ
て
い
る
。
か
く
て
博
士 

は
、
人.
！$
管
理
の
跋
礎
现
論
と
し
て
産
業
動
作
^

G
M

S
t
r
ia

i  

B
e

h
a

v
io

ris
tic

s
〕

の
展
間
を
試
み
、
産
業
に
お
け
る
人
的
因
子
を 

社
舍
精
神
物
理
的s

o
c

io
-
p

s
y

c
h

o
lp

h
y

s
ic

a
l

な
^

在
と
し
て
認
識
し
、

從
つ
て
^

働
は
全-
人

的

a
llp

e
rs

o :n
lic

h

で
あ
る
が
故 

:  

に
、
人
艰
管
理
も
全
人
的
で
あ
り
、.
社
#

的
心
理
的
な
綜
合
的
考
察
を
心
要
と
れ
‘2>
1
と
し
て
、
玆
に
人
取
赞
现
論
の
體
系
に
學
的
根
據
を 

ノ 

：

與
ぇ
たQ

-.

で
あ
る
。'
か
く
て.c

.

じ

適

性

考

赉

(

ニ
レ
屈
州
手
‘

ハ
三
レ
糜
業
敎
宥
パ
四
い
勞
務
組
鏹
c
fL
}

人
®

の

統

率(

六〕

I

人

取

者

課(
七
： }

給
與.

0
0

經

營

參

加C
九

： }

勞

働

愉

悅《

十
>
'

勞
働
養
謹
に
つ
き
諸
科
纷
の
成
粜
を
援
用
し
つ
つ
、
级
働
张
產 

性
の
最
適
成
股
則
に
從
ぅ.

1

的
綜
合
應
用
科
繆
を
具
體
的
に
確
立
さ
れ
ょ
ぅ
と
さ
れ
て
い
る
。
‘

ハ 

:

-:
'
'.
右
の
如
含
本
書
に.
對
す
そ
檢
討
と
^

に
:<
?

い.
て
は
、」

詳
細
に
は
拙
著
-1
經
營
勞
務
管
理
論」

' '
に
お

、る
か
ら
、
'こ
と
で
は
将
略
す
る
が
、‘
こ
の
著
の.
論
史
的
意
義
を
要
約
す
れ
ば
概
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。c

一〕

從
前
の
勞
務
管
理
論
，は
一 

聦
勞
働
カ
と
社
龠
關
係
を
對
激
と
す
る
構
锆
を
と
る
に
裏
つ
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
に
现
論
的
迪
礎
を
與
ぇ
體
系
化
し
て
い
な
か
つ
た 

の
に
釾
し
、
ln
l

>l
l
:l
は
產
業
励
作
學(

廣
い
意
味
で
の
勞
働
科
學
と
言
つ
て
差
支
ぇ
な
‘
い
0 1〕

に
ょ
つ
て
、
席
業
に
お
け
る
人
的
因
子
を
分
析 

し
、
そ
れ
に
独
い
て
體
系
に
迦
論
的
越
礎
を
與
ぇ
た
こ
と
、0

 0

從
前
の
勞
務
膂
理
論
が
缺
い
で
い
た
具
體
的
勞
務
施
笊
に
お
.け
る
特
殊 

硏
究
の
低
さ
を
、

一

應
諸
科
學
の
到
達
し
た
夫
々
の
水
準
に
ま
で
引
上
げ
た
こ
と
、
の
ニ
つ
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
間
時
に
次
の
魷
で 

‘米
だ
將
來
に
II
1
I

M
を
殘
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、(

一
)

諸
科
擧
に
茈
礎
づ
け
ら
れ
た
個
々
の
界
體
的
赞
務
^
方
策
は
如
何 

な
る
原
理
に
^
/
い
て
統
一
線
合
さ
れ
る
か
の
|1
1
]
題
、(

ー0

同
« :
が
指
摘
し
て.
い
る
人
的
因
子
の
酎
舍
的
抒
在
と
い
5

意
味
が
遥
だ
狹

8 ^
| 

«

^

れ
て
い
る
結
羅
と
^ '
^

裔

齊
^

ょ
る
勞
務
管
«

論
の
體
系
戏
务
務
管
龜
め
1

1 ,
«

造
^
^

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
か
く
て
間
讲
は
、
我
國
に
お
け
る
努
務
赞
理
論
を
、
體
系
化
の
黠
で
も
具
體
的
赞
理
抜
術
の
科
學
化
の
點
で
，も
、

‘
 

V

- *:

應
合
理
逢_

の̂

に

宛

立

史

：し

め

だ

の

^ :
ぁ

名.
が

、
；
，
を

れ
:̂
^

拘
ら
ず
勞
務
諸
施
粥
金
統
—

，し
め
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
計
り
で
な
く
、
他
方
に
お
い
て
、「

社
#

的
苻
我」

と
い
ぅ
場
合
のr

社
#」

、
の
意
義
を
祀
會
經
濟
的
附 

級
關
係
と
し
て
现
懈
せ
ず
、
简
單
に
银
園
人
間
間
の
交
涉
と
し
て
激
義
に
解
し
て
い
る
結
粜
と
し
て
、
折
«
體
系
を
现
論
ず
け
た
に
も
枸 

&

ず
？
經
營
社
食
關
係
の
赞
现
に
關
す
る
研
究
が
著
し
く
不
十
分
に
な
り
、
部
門
的
跛
行
性
•

不
ル
饨
を
张
ビ
て
广
殆
ど
®
質
的
に
は
资 

働
カ
調
達
ふ
保
全
の
技
術
大
系
ビ
酌
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ-
た
。
こ
の
傾
尚
は
、
同
時
期
著
さ
れ
，た
桐
原
葆
見「

勞
務
赞
现4

に
最
も
典

,

.

.

.
”
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田-
學
會
雜
'^

•培t
t
l
l

卷
’
紙
玉
號'

，

パ
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六
八
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一
四六〕

管
的
®

わ
れ
て
い
衣
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
前
掲
.
の
佐
藤
、
高
田
、
土
野
の
各
氏
の
著
«

に
も
ヒ
の
傾
向
2:
:

指

摘

す

る

こ

と

が 

:

m
來

る0
. 

■ 

■ 

, 

.

.
、
 

； 

'

:

か
く
て
こ
の
期
に
お
け
る
勞
務
管
理
論
は
、
■

馬
氏
の
場
合
の
純
粹
人
間H

擊
的
勞
務
管
理
齔
に
對
し
て
は
、
社
食
的
因
子
を
取
入
れ 

.
#
點.
で
廣
的
潑
掘
衮
遂
げ
多
こ
と
が
出
來
、：'
ま
於
蒲
坐
氏
0

場
合
の
太

え
る
こ
士
が
汛
來
た
に
も
狗
ら
ず
、
結
^

に
お.
い
て
木
質
的
に
は
人
間
エ
學
的
な
勞
務
赞
理
論
か
ら
脫
却
出
來
な
か
つ
た
こ
と
に
こ
そ
、
 

^

の_

斯
足,

け

る

：社

：會

的

制

約

：

'(
澇
働
際
» .

0:
:
未
成
熟
痄
贪
.と

沙

輕

成
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期.
に
お
け
る「

众
现
生
義」

の
こ
の
腿
弱
點
の
中
に
こ
そ
、
そ
の
後
の
戰
時
經
濟
下
忙
お
い
て
洱 

.が

人

格

的

勞

務

管

理

論

の

新

版

士

秦

て

產

報

的

勞

務

管

迦

論

妒

龙

叙

規

わ

她

る

11
:

.

臾
的
論
理
：的
极
據.
が
：あ
^

■

の
删
^

三
飪
灃
太
郞
^
新

勞

務

常

理

ー

し

へ

本

ぁ

る

が

、

;.
^

の
に
對
し
ー
て
>
へ

企

業

社

#:
«
的
考
察
を
試
み
3

ズ.
事
管_
 

.の

社會

學

的邀
歡
を

1
^
5 
N

ょ
^
と
し
た
點
で
法
目

さ

れ

る

。し
か
し
こ
れ 

尬
當
時
と
し
て
は
異
例
に
風
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
木
稿
で
は
そ
の
撿
評
を
猶
略
す
る
。 

.

'

■ 

■ 

- 

. 

-
-
-
-
- 

- 

. 

- 

, 

■ 

-
-
•
• 

* 

■

•
 

. . 

V 

. 

■ 

- 

/ 

. 

.

c
ff
l
:13〕

從
來
の
勞
務
锊
观
論
で
は
、
鸫
舒
舉
的
な
槪
念
で
あ
る
經
營
贺
、用
の
視
點
が
仝
く
缺
け
，て
ぃ
た
。
し
か
'る
に
舯
馬
氏
の
揚
介
に
は
同
课
0

體 

や
''
:

.:
'

が

『

エ

激

經

營

と

脅

春

^

職H

篇1
:

と
じ
て
：取
上
げ
务
扒
で
い
る
の
_で
.あ
々
て
'、

例

：え
：
ゆ

第

六

窜

、

「

.エ
貨
と
土
：擻
經
濟」

、
.
笫
七
章
第
一
節 

「

丁|
^
災
喾
斯
故
.と
裂
品
原
^

と
の
.1)
係」

'
か
ど
が
'
:そ
.れ
.で
あ
る
0
:
.
'
.
.

(

蝕
14〕

蚤
阈
跑
業
刚
微
述
介
铉

「

人
啩
锌
观
に
，
就
て

」
(

昭
相
八
苹〕

八
丨
九
灯
°.
, 

•

(

§

淡
路
In
i

治
郎「

人
.

锌
理」

五
TI
。

' 

.
.
.

(

註
16
.〕

拙
著
、
前
揭
押
、
.

七
丨
十
叫
Jc
。

，

y 

’ 

，
 

•、
 

’ 

’
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部
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林
敬
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澇
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政
衆
と
勞
働
科
學J

 

一
 

o

七
TC

。
 

•

-

、
 

- 

’ 

-

.-

へ
-*
|

:
.8
>〕

身
務
铰
现
が
も
つ
ニ
證
櫳
造
を
、
最
•も
肿
磘
に
論
现
的
に
指
紙
し
太
も
の
は
ト
終
戰
前
で
は
.膨
林
敬
H

敎
挟
の
小
槁「

努
務
瞥
现
の
现
代
的 

議

」
(

昭
和
十
？
 

5

働

裳

策

と

證

科

學」

所
收〕

が
.唯
、
一
の
も
の
と
思
わ
4
0̂
そ
れ
に
ょ
れ
ば
'勞
務
管
理
は
そ
の
對
象
2

る

響
 

u

y

努
働
の
播
造
に
も
と
ず
い
て
、「

技
術
的
發
務
牧
理」

と

「

社
會
的
勢
務
较1

T」

と
か
ら
な
”

、
そ
れ
が
線
合
的
に
打
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
、
こ 

r
:

 

'

と
を
符
^

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
ま
と
と
に
そ
の
劝
績
.；は

高

く.鄭
價
^

れ
る
べ
き
'̂
あ
：
ろ
ぅ

：
。

し

か

.，し

こ

の

ょ

ぅ

カ

ニ

^

權

^

の'|3
)衍
-*
:
も 

'

商
に
も
抱
ら
ず
、
S

Q

爲
に
お
け
る
社
总
權
ヵ
的
则
力
の
下
で
は
、
同
槁
で
もr

敗

富

勞

務
S

」

の
具
體
的
内
界
と
し
て
傾
か
に「

經 

锊
の
厚
上
的
文
化
的
繭
利
施
設」

の
充
货
を
棋
げ
ら
れ
た
に
止
ま
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
•
の
場
合
.
に
も
勞
務
锌
现
論
の
“
本
塑
が
以
徹
し
て
レ
る 

.

と
言
.わ
ざ
る
.を
得
な
.
s
o 

. 

•
.
.
:
. 

.

.
- 

' 

パ
.

'

:

:

:

.

. -

.
'
.
:
.

.

.

.

.

.
-
.
.
. 

■ 

• 

. 

-
•
'
.
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. 

- 

.
:
.
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.

.

.
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■
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'

■
;
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.

•

:

.

.
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'

■

報
的
勞
務
锛
理
論
の
特 

:v
v
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,: 

: 

;
•
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-
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昭

和

十

一

一

年

七

月

H

彥

變

Q

霞

は

、
蹵
昭
和
八
年
以
來
_

> •

つ
つ
あ
つ
た
作
聽
濟
杗
挤
的
臨
戰
撕
制
へ
と
推
し
進
め
た 

し
の
で
あ
つ
て
、
.向
十
三
年
四
月
‘
の
亂
象
總
動
員
法
は
そ
れ
の
集
約
，的
表
現
で
あ
.つ
'た
？
^̂̂

社
#

髋
制
の
統
m

と
は
狼
大
の
課
M

と
な
つ
た
の
で
あ
つ
て
、•
こ
れ
は
勞
俲
政
策
と
し
て
は
、

一
方
に
社
#

的

勞

働

力

の

.̂ ^•

保

全

の 

政
策
と
し
て
、
他
方
に
は
勞
響
の
社
脅
的
統
朿
の
政
饿
と
15
5

わ
れ
た
。
昭
和
十
三
平
の
&

.

の
設
©
、
國
爲
康
保
險
级
の
制 

-
定
..
'
*
產
業
報
亂
連
盟
の
結
成
、.
，無
產
政
黨
の
»:
散
':
'
"
同
七
四
年
の
エ
場
事
業
場
技
能
養
成.
令
、：A

.

場
就
業
時
間
制
观
令
ハ
成
人
攀
十
二
時 

: ..
間
勞
働
制)

、
へ
國
民
徵
用
令
、
同
十
五
苹
0 .
:
從
業
員
移
動
防
止.
令
、/
青
也
部
屜
入
制
限
^

:
總.
同
遺
解
散
、
.：大
日
体
^

業
報
掘
會
結
崔
、.

—
 

つ
：勞
新
體
制
縱
立
喔
綱
< 
:冏
十
六
苹
の
勞
務
緊
急
鄴
策
要
綱
、
國
莨
勸
蠡
國
搞
功
命
、

■:
:
#'
務.
調
盤
令
な.
ゼ
は
そ
机
で
扃
る
。一
。

_

*;

の
ょ
5

荩
歷
^-

的
背
景
0 -
.下
.片

：
：
：
個

別

經

營

に

お

'け
^

\

 

,
.

.

我
M

K:
お
け
る
勞
務
饺
理
論
の
史
的
考
荔

• 

. 

- 

■ 
，
，•

六

九

(

一一JPH
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.

金
及
び
新
規
經
煢
勞
働
翁
に
對
す
る
勁
乾
怠
欲
の
形
成
維
持
が
主
'と
し
て
そ
の
課
題
と
さ
れ
た
の
,̂
ぁ
つ
て
、
と
の
期
に
お
け
る
勞
務
管. 

现
諭
は
か
か
る
ir r
踐
的
耍
請
に
應
じ
た
贸
踐
的
應
用
科
擧
と
し
て
の
找
割
'^
果
さ
ね
ば
呶
ら
な
か
つ
た
。
絶
つ
て
そ
れ
は
、
勞
働
能
寧
敬 

進
の
要
f

い
う
よ
！

、
む
し
ろ
戰
爭
！

機
と
し
て
急
速
1

M

し
つ
つ
ぁ
つ
i

空
機
、
S

&

、.
兵
f

ほ

大

繁

產

方

式
 

襁
械
裝
遛
の
，
.
ス
：ピ
：1

ド
：。：
.
ァ
ク
プ.
さ
：れ.
た

機

械

的

體

系

：
の
.う

あ

に

巧
 

>
丧
げ
つ
ら.
ぁ
づ
允
勞
働
カ
を
勞
働
强
化
の
中
で
馨
す
る.
か
^

技
術
大
系
、と
し
て.
琪

ゎ

れ

た

.の

で

ぁ

今

ゝ
期
せ
琪
避
れ
た
代
表
的
な
努
務
管
理
論
择
' .
黯

十

六

苹

の

馨

眞

八

狀

虿

私

の

塞

管

理」

、':
同
十
七
年.
の
桐
原
孩
見r

戰
時
勞
務■  

#

理j

及.
び

乘

富

丈

失

：

「

徵

用

勞

響

き

を

ど

で

ぁ

る

。

..
'
.
'
， 

•

■
:

 

: 

:  
.
••

'

先

ず

廣

崎

丙

： Q

論

を

見

る

；
に

.
、.

氏
'は

戰

時

卞

勞

務

管

砸

の

'
目

標

ゼ1 .-

て.
、
，
同

書

の

序

で

：次

；
の

よ

：
う

に

述

：
へ
て

.
い
る
。
I

「

社
長
も
職 

M

も
從
業
員
も
國
家
目
的
の
た
め
：に
眞H

打
つ
そ..1

.

典
と
な
，り.
、
生.
產
ガ
擴
丸.

自
ざ
C -
;
て
勤
勞
の
問
題
を
腿
決
し
て
行
く
所
に
我
國
に

.於
妨

る

勞

務

管

理

，
の

特

質

が

な

け

れ

ば

.
な
ら
な
い
0〜

^ .
八ヵ̂

豸
罾
管
理
の
時
代
よ
り
線
合
的
勞
務
管
理
め
峙
代
に
移
行
し
て
い
る
と
い
う

■
一

.
-
* 

- 

•
- 

.

.

.

. 

- 
;

-

こ
と
が
也
來
る
ァ
パ
句
さ
れ
ば
フ
生
產
高
揚
吖
た
め
最
高
度
の
創
意
と
能
カ
を
發

莖
黠
で
ぁ
る…

…
」

(

ー
丄
ー̂

.

と
。
加
べ
て
同
»

は
、
2 ,
>
日 
(

三)  

«

時
勞
働
問
題
の
趨
勢
、.
.

^
8.

日
本
産
業
の
指
導
精
神
、：C

:

:
:..
勞
務
管
理
の
指
攀
现
念
0,

:0
5

^

役
關
係
と
：勞
務
管
理
、G

O

勞
®
 

力
需
給
關
係
と
勞
務
管
理

、
' £

子

、
；
靑

少

，#
良

入

、
：̂
働
|

 
:.
熟

練

エ

：
養

成

、
- #
務
者
往
宅
等
の
諸
問
題.)

.C
七
；}

戰

時

下

に

お
 

■.
'.
け
：§ '
勞
働
條
#

、
，

(

勞
働
峙_

、
，賃

金

〕
(

八
°

物
資
配
給
統
制
と
勞
務
瞥
理
、.
完
>
^̂ 

$

>

新
產
齡
勤
勞
體
制 

の

靈

、I

成
I
.

て
ぃ
る
。
：：:
だ

,

〉

治
の
：よ
う
に
凋
響
は
、(

勞
働
政
策
的
考
察
に
立
：つ
：勞
務
管
理
論
で
あ
る
が
、
，そ
め
點
は.
別
と
し
て
次.
の
特
徵
を
指
摘
す
る
こ
と
が
I

*零
デ
&

わ

冬
^

ャ

ン

ゾ

兵

從

關

零

特

殊

敗

働

カ

フ

狐

費

配

給

絲

^

.

^.
‘
_

pい
る
ど
と
、
0;
;

ー)

.
勢
.働
カ
管
理
に
り
^ :
て
、%

-.
.
'勞

働

カ

癒

於

、
，
勞

働

時

間

：な

.ど

.を
、脱
上
げ
そ
.れ
^
對
し
オ
は
？

-應 

的
考
處
が
行
わ
.れ
て
は
い
.る
.：が
：、'
,し
か
し
そ
れ
欧
莊
だ
ず
 ̂

お
ら
す

^ ;
|
.

人

間3 ;
學

：
的

硏

憲

果
1

ど
素
取
し
5

_

备

ぐ
家
主
赛
が
產
ヶ
と
レ
、
ゼ
0

實
» :
的
蘂
附
を
«

が.
に
精
神
澈
育
&
共

濱

制

歡

の

ー

充

實

#

求

め

て

い

る

こ

と

、

.

な

ど̂
t>
:

る
。，

一、平

列

を

■

讓

&

隊
、
#:

蒙

_
人
、* ;

子
な
&

特
1
_

が
ぅ
レ
警
靡
ね

■

ょ
ぅ
だ
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
ず
出
來
る
。
へ
す
_

方

邊
 

•

_

過
：程_

か
れ
、■

務
■

、
參

訓

練

：吃
”
一̂
^

V

學
的
硏
、究
に
比
ベ
、「

鋪
成」

r
_

£

導」

な
ど
を
新
た
に
取
上
げ
い
富
、
_

か
&

の
逸
脱
:^
一■

始
■

.

い.
る
？
 

m.
w 

士
が
心
现
學
の
m

in
j

^
で
あ
ら
れ
る
關
係
か
ら
か
ぐ
先
著
に
お
い
て
も
变
全
保
«

の
管
理
r

つ
い
て
は

や
や
&
r

が
，不
i

^

で
あ
つ
f
.

ベ
が
、：妫

賣

'

s

f

の
部
分
は
■縮
f

れ
？
現
貴
巷
災
寄
ご
^

V

於
に
■

な

薄

書

加

寒

ら

れ

な

：
か

っ

た

を

r

も
れ
て
い
L

な.
か

づ

た

：
■

一
同
零
も
こ
の
部
而
が
最
も
體
で
あ
つ
て
■

,-
^

.■

化
啓
雪
と
し
：鐘
國
勤
勞
观
的
敦
育
と
'

文
俗
的
福
利
肅
き
を
取
上
げ
，る-
^
終
つ.
て
い
る
。
七.
れ
を
要
す
る
に.
っ
こ.
の
期
に
_̂

る

.»
;1
:1
論

の

；
論

與

們

«

義
，

>

•
にI

期
の
翕
主
義
的
日
本
型
勞
務
管
理
論
を
義
t

 

某

塑

S

跪
弱
點
で
あ
る
社
會
發
務
管
理
は
、i

兵
權
力
と
產
報
理
念
と
S

位
さ
れ
て
殆
ど
全
く
合
理
性
を
喪
失
.し
た
と
言
つ
て

.'
ノ.
窗

裏

げ
.

I
 
寥

議

の

：
浩

奮

”
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一
：
.
.
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一
四
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い三
田
學
會
雜
誌
、
部
四
十
三

卷

第

五

號

：

ノ 

，
 

V 
‘ 

： 

‘七
ニ 

Q

一
五3
 

.

し

か

る

に

、
，
昭

和

士

ハ

^

士
一
月
遂
に
木
格
的
戰
# '
•

に
炎
入
す
る
や
、
努
働
政
策
の
上
に
^-
反
動
的
變
化
が
明
確
に
現
わ
れ
、
例
.え
ば

^

令
の
改
龙
^

^

苹
の_

民
勤
勢
動
員
令
な
^
;

条
て
勞
娜
切
^

:_

';
';
'''0

(

こ
'
.

の
;«
:^
^

鹰
輝
极
猶_

^
#

ガ
洛
勞
務
管
理
論
の
瓶
表
稱
^̂
_

跨
七
八_

)

岩
與
-1
:0
本
勤
:'
#
'
_

理
嘯

|
.̂

ぁ

.々
て
、：；そ
仏
雙
的
意
義
^ ̂

•
^
質

的

膨

弱

性

が

極

限

的

ぬ

展

關

さ

れ

た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
、で
あ
ろ
ぅ
。(

紙
数
の
關
係
上
こ
れ
の
分
析
は
猎
略
す
る〕
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ノ
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^
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. 
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•

'
ご
右
の
お
,:
5

; ^

我
國
贮
お
け
：る
勞
務
管
现
論
の
史
_

考
察
忙
ギ
.つ
そ
、
無
務
管
理
論
は
戰

、か
■
 °

:紙
數
の
關
樣
土
左
に
覺
書S

に

列

記

し

よ

'う
:'
0
.
、 

r 

 ̂

; 
.
■
'

,

'

'■

 ̂

-
 

.
 

.

.

.
»
.
. 

.

.■' 

• 

► 

• 

<

,.
2

)

-.
'
.
:
'

:
論
^

の

考

察

に

ょ
^

弋
->.

社」

會

經

濟

的

諸

條

件

の

變

化

、

と
り
わ
けr

民

主̂

命」

に
ょ
つ
て
解
體
し
た
で
ぁ
ろ
ぅ
が
.。

或

は

ゼ

0
ょ

ぅ

.̂
變
化
し
た
で
あ
ろ
ぅ
'

か
。
 

こ
れ
が
明
か
に
|

ば
な
ら
？
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‘ 
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(
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論

臾

の

論

理

的

遺

產

の

發

M

と
し
て
、
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'  

: 

'
 

.
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.
V

-
-

-
.

.
‘
，:-w

:

へ

勞

縣

管

理

の
' -
隶
的
構
造
の
伊
衣
は
- *

發
展
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。、

'  

.

、

.

*

一
-:
;

:
⑶

ハ
匕
：の
場
合
、『

?

擀
嚴
は
她
鄉
に
し
,̂
綠
.
.

「

さ
^

^

^

..
へ
ら
な
い
0
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,
'
•
'
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:
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,
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 ̂

.
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•
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■
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一 

'

⑶

個
々
の
論
の
分
析
で
は
鹌
兇
m

來
な
か
つ
た
問
题
で
あ.
る
が
、
こ.
れ
そ
論
史
的.
に
：̂
察
し
た
緒
果
、.
各
論
が
時
：代
的
に
制
約
さ
.

.
れ
一
定
の
共
通
的
特
微
を
も
つ
■て
い
る
こ
と
か
ら
、
数
務
管
理
論
發
展
の
理
論
及
.び
勞
務
管
理
そ
の
も
の
の
發
展
が
理
論
附
け
さ
れ
な

■ 

，
'

:■:
:
ベ y

 

:
v

%
.

.

' 

r
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5>
く
て.
、
戰
後
に.
お
い
て.
は0

.

れ
ら
の
課
題
は
如
何
に
果
さ
れ
つ.
つ
：あ
る
で
あ
ろ
ぅ
'か
：。
こ
れ
に
つ
い
て
は.

.
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■
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祈
し
た
.い
と
.思
.ぅ
。:
な
お
參
考
ま
で
_に
戰
後
我
國
に
お
け
る
勞
務
管
理
論©
著
述
.を
揭
げ
れ
ば
左
の'_
く
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あ
る
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